
岩手県大槌町「町中心部における大学発ベンチャー企業等と連携した土地利活用の推進」

取組経過

今後の
方向性

• 町内からの注目が集まる駅前でSDGｓ花壇による農産物の育成を行
い、担い手の発掘や大学発ベンチャー企業との連携を継続

• 未利用地を活用した、ブルーベリー栽培事業による産業及び観光の創
出について、アクションプランに基づき推進

令和６年度：ブルーベリー栽培事業の発足を見通した知見獲得及び情報取集と本格展開可否
を確認するための公共パイロットケース農園（実証実験）の開始。

令和７年度：事業の継続と町民を対象とした事業実施、民間企業参入の支援制度の準備。
令和８年度：実証実験結果と支援制度を活用し、民間企業の本格参入を促進。

取組と
その効果

６～９月 大学発ベンチャーと連携した実証実験を行い、町民の認知・理
解を深めつつ、将来的な大規模事業への足掛かりを構築。

９～12月 未利用地の利活用に関するワークショップを開催、土地活用ア
イデアや新たな企業との連携の可能性を模索。

12～３月 実証実験及びワークショップの検討を基に、次年度以降の計画
実行につながるアクションプランを策定。

１ 昨年度から継続する大学発ベンチャー企業との連携強化に繋がる実証実験の実施と町
内外への周知による未利用地活用の認知度向上

２ 未利用地の新たな活用方策として、ブルーベリー栽培事業による産業・観光の創出を
町の事業として継続検討していく方針を決定

３ 次年度以降の未利用地活用検討にあたり、町内外関係者の連携体制を構築

町中心部における未利用地の活用にあたって、町内事業者と連携可能な
新たな産業を構築し、若年層にとって魅力ある就労や活動の場を創出
• 町方地区において、約５haが未利用地として残っており、移住定住の重要
な要素である若年層にとって魅力ある就労や活動の場の創出が急務。

• 新しい価値をもたらす農業系のベンチャー企業と町内事業者の連携創出、
大槌町で展開可能性のある事業者の発掘、新規事業化を模索する。
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令和５年度 土地活用ハンズオン支援事業
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